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１０月から２２：００まで延長開館しています
平成１３年１０月２日（火）から試行的に開館時間を延長しています。
開 館 時 間：９：００～２２：００

(＊土日祝は今まで通り１０：３０～１８：００までです。）
延長する期間：１３年１０月～１４年３月までの平日（毎月最初の平日は休館日）
詳細は利用案内 中央図書館年間スケジュールをご覧ください。
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主に初年次の学生を対象とした『学び方を学ぶワークショップ』（主催：学生生活・修

学相談室）のねらいと内容、そして学生の反応から見えてきた“学び”の転換期に求めら

れるサポートについて記載してみたいと思います。

�ねらい～主体的な学びに関わる条件・方法を
各自／グループ過程を通して学ぶ～

受験勉強までは、あまり深く考え込まないで数を

こなす勉強というスタイルで何とか乗りきってきた

のが、大学で求められる“学び”に移行するにあたっ

て意欲だけはあったのに空回りする、大量の勉強に

圧倒されたり、「やはり考えていたら追いつかない」

と強迫的にただ憶える勉強に立ち戻ってしまったり

…、このような行き詰まりの中にいる学生に出会う

ことがあります。学生生活・修学相談室で私は学生

の相談を受けているのですが、大学での主体的な学

びへと転換していくことは、学生の「学びたい」「成

長したい」という素朴な意欲だけでは難しいという

ことを感じてきていた中で、このようなワーク

ショップに取り組み始めました。

参加者募集のチラシには、このように書かれてい

ます：「いよいよ後期が始まりましたが、皆さんは

大学での“学び”についてどんな印象をもっていま

すか？入学時にもっていた「意欲」や「期待」は、

どこか変化してきましたか。・・・このワーク

ショップでは、学ぶための CREAMストラテジー

をまず紹介した後に、参加者同士でお互いの“学び

のスタイル”をみつめ、より豊かな“学び”をつく

り出していくような実践的なワークショップを目指

しています。」この CREAMストラテジーとは、

Creative・Reflective・Effective・Active・Motivated

な学びを目指すもので、私が英国在研中に大学図書

館の推薦図書コーナーでみつけた本（注１）に紹介

されている方略です。この本には具体的なチェック

リストが各項目ごとについており、各人がそれを施

行した後に、自分の傾向を振り返って考えるという

構成であり、それを日本の事情に合わせて翻訳した

ものを資料として用いています。翻訳の手伝いや、

実際のワークショップでは先輩という役割から発言

してもらう人間環境学研究院の院生との共同作業と

してのワークショップでもあります。

�内容～“CREAM”を鍵に学びの特徴を振り
返り・あらたに実践・また振り返り～

現在行われているワークショップ（隔週４回シ

リーズ）の概要を以下に紹介します。各回の内容は、

参加者の希望をふまえて追加・変更しています。ま

た、学んだことをそれからの２週間、実際に試して

みて、次回はその報告から始まるという形にしてい

ます。

第１回：CREAMストラテジーの紹介と「“学

び”のスタイル」チェック・リストを施行。各自

のスタイルがどれか（ダイバー型、夢見型、論理・

思考型、サーチライト型）を確定して、互いの長

所と短所について検討し合う。

第２回：“効果的な”学び：ノート作成、効果

的な時間の使い方、reading と listening について

各々の癖をチェックする。ノートを互いに見せ

合ったり、本書で勧められている note taking や

reading 方略を学ぶ。

び方を学ぶ
ワークショップ

田中 健夫

学
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第３回：“動機づけのある”学び：「学びの理

由」「大学でやりたいこと」チェック・リストを

施行してから、ミニ目標を設定・更新していくこ

との大切さなどを話し合う。

第４回：“創造的”で“積極的”な学び：実際

にワークショップの場でやってみる（体験する）

ことを通して、自分に合った主体的な学びの方法

を模索していく。

この他にも参加者のニーズに応じて、自分に足り

ないスキル（eg．プレゼンテーション能力、グルー

プ作業、レポート作成、IT、時間のマネージメント

…）のチェック後、どのスキルから伸ばしていくか

の優先順位をつける作業をしたり、効果的な話し方、

ストレス対処なども取りあげてきました。

�主体的な学びをつくり出すための入学期のサ
ポートの必要性

これまでのワークショップ参加者の中から、１年

生二名の感想を次に載せてみます。

・僕は、このワークショップがとても楽しかった

です。始めは何の面識もなかった人に気がつい

たら自分の生き方について説明している。自分

の生き方なんか親しい友人とでもめったに話さ

ないのにそんな事を真剣に話せた事がただただ

新鮮でおもしろく、みんなの生きる姿勢を聞く

事もとてもおもしろかったです。とくに○○君

のあの純粋なまでの学問に対する情熱がとても

眩しく感じられ、なんだか少しまじめになれた

気がしました。やっぱり来年もこのワーク

ショップは開講してくださいね。同じぐらいの

歳の人と生き方や考え方について考えれた事は、

とてもイイ経験になりました。今後もこのワー

クショップでまとめた考えを大切にしていきた

いです。

・僕は語学を効率よく学びたいという目的で、こ

のワークショップへ足を運んでみました。内容

は、ノートの取り方や自分のヤル気をいかに高

めるか、さらに学習環境と、「学ぶ」というこ

とにあらゆる面からアプローチする、実践的な

ものでした。また、先生と生徒、生徒と生徒に

よるディスカッションにより、自分の「学び」

についての意見を交換できたのも、普通の授業

では味わえない、いい経験でした。これからの

学習に、十分生かせるワークショップだったと

思います。

この二人が共通して挙げているのは、自分の学び

の姿勢・態度を照らし出す他者の存在の必要性です。

それぞれの学びの工夫や課題について、チェック・

リストを通して客観化する、そしてお互いのやり方

を俎上にのせて検討しあうのは意味ある過程だった

ようです。また、学び方の話が「自分の生き方」に

結びつくものとして反応している点も興味深いとこ

ろです。

ワークショップ中では、たとえば学生に、学びの

スキルとして伸ばしていく必要のある領域を紹介す

ると、「考えたこともなかった」と素朴に驚く姿が

みられました。高年次になり口頭発表をする機会に

直面して初めて、効果的なプレゼンテーションの仕

方など学んだことがなかったという現実に向かい合

うことになります。このワークショップを通して、

意識的な、少しの工夫を続けることで主体的な学び

をつくり出していく、その手がかりを得てくれたの

ではないかと期待しています。今後の課題としては、

主催者側で伝えたい“学び”の方法がある一方で、

学生が自ら模索していくプロセスに配慮をすること、

学生側の問題意識と毎回のテーマとを有機的に組み

合わせていくことにあると考えています。ワーク

ショップの詳細は、学生生活・修学相談室のホーム

ページ http : //cg.rc.kyushu-u.ac.jp をご覧ください。

（注１） Cottrell, S．（１９９９）The Study Skills Handbook. Mac-

millan.

（学生生活・修学相談室 大学教育研究センター

助教授）

＊「The study skills handbook」は中央図書館開架閲覧室にあ

ります。

請求記号：３７７．１５／C８８
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における情報リテラシー
教育と情報検索講習会
図書館による情報リテラシー教育の重要性を本図

書館情報で論じて［１］以来、早くも１年余りが過
ぎました。それは、本学においても附属図書館が情
報リテラシー教育の一翼をもっと担って欲しいとい
う希望の表明でもあったのですが、その後、関係者
との協力により、今年度より、情報検索講習会とい
う形で情報リテラシー教育活動を始めることができ
ました。本稿では、私達の活動の現状を報告し、ま
た、今後の課題や展望を考えてみたいと思います。
私は、図書館の役割を大きく３つに分けて考えて

います。第１は情報図書館としての役割です。多種
多様な学術情報を収集し提供することで、研究活動
を支える仕事です。次に学習や研究のための「場」
を提供する学習・研究図書館の役割です。館として
の図書館［２］と呼んでも良いでしょう。忘れては
ならないのが、教育機関としての図書館の役割です。
大学図書館にとって、これには２つの意味がありま
す。１つ目は、教育機関である大学の一員として、
図書館も学生の教育を担うという意味です。２つ目
は、図書館の利用者教育を実施するという意味です。
いかに図書館が努力し、情報図書館、学習・研究図
書館としての機能の充実を図ったとしても、利用者
側に図書館を使いこなす充分な意識や知識、そして
スキルがなければ、宝の持ち腐れになってしまいま
す。従って、図書館の使命をまっとうするためにも
教育図書館としての機能を充実させる必要がありま
す。このように考えると、情報リテラシー教育は、
図書館にとって必要不可欠のものであるということ
になります。
図書館は、これまでも利用者支援の中で、自然と

教育活動を行っています。例えば、参考調査の仕事
は、単に利用者の質問に答えるだけではありません。
利用者からの質問に適切に答えるためにも、利用者
の疑問点を整理し、どういう方法で求める結果を得
たら良いのかを利用者と一緒に考えていきます。そ
の過程は、利用者教育という側面をもっています。
ということは、情報リテラシー教育というのは図書
館にとって決して新しいことではなく、これまでそ

れほど意識せずに行って来たことをもっと明確な意
図の下、より体系的に利用者教育を行おうというこ
とに他なりません。
このような意識に基づき、九州大学附属図書館で
は、今年度より教育図書館としての活動を本格化し
ています。利用者の情報検索スキルの向上を目指し
て、５月に情報検索講習会（初級編）を実施したの
に引き続き、１０月から１１月にかけて、情報検索講習
会（中級編）を実施しました。
初級編では、本学新入生を主な対象に、OPACを
中心とした図書館利用法の基礎の講習を行いました。
月曜日から金曜日までの１週間、昼過ぎの時間帯を
利用しました。金曜日は２回続けて行いましたので、
計６回の実施で、１３５人の参加がありました。なに
しろ、初めてのことで、基礎となるデータがないた
め、手探り状態での企画でした。学生にとって都合
の良い時間帯を調べるために、各学部の時間割を調
べたりしました。結局、全ての新入生が空いている
時間帯はないということが分かり、上記のように実
施しました。
今後の参考にするために受講者にアンケート調査
を行いました。名前を記入させると、言いたいこと
が言えない学生もいるであろうとの意見に基づき、
無記名としました。アンケートの結果は、我々が苦
労して設定した昼過ぎの時間帯は、非常に不評でし
た。一方、学生の希望が多いのは、普通の授業の終
了後なのですが、それでは実施する図書館職員が残
業せざるを得なくなってしまいます。そのようなこ
とも考えた上で、中級編でも、普通の時間帯での実
施にしました。今回は、時間帯を固定しなかったた
め、自然とばらつきました。実施する時間帯に関し
ては、やはり、同様のアンケート結果が出ています。
講師側、受講側双方にとって納得のいく時間帯の設
定や実施方法については今後の課題です。
中級編は、基礎的な検索はできるという想定です
ので、講習会の主な対象を学生全体に拡大しました。
それに伴って、実施場所も、新入生の多い六本松だ
けでなく、全てのキャンパスに拡大しました。また、

南 俊朗・喜田 拓也

図書館
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講習会の内容も、図書館で提供している様々なデー
タベースを広く取り上げました。その結果、検索エ
ンジンによるインターネット情報収集を皮ぎりに、
NACSIS Webcat、Current Contents、MAGAZINE-
PLUS、Web of Science、MEDLINE、EBMRといっ
た７つのテーマでの実施となりました。テーマの性
格を考慮して実施するキャンパスを決めた結果、延
べ１９回の実施となりました。最終的に延べ２５２名１
回あたり１３名の受講者がありました。
本学の実施形態には、いくつかの特徴があります。

１つ目は、本講習会が情報基盤センターとの緊密な
協力の下に実施されている点です。情報基盤セン
ターには、電子図書館掛と電子情報サービス掛とい
う二つの掛が設置されています。これらの掛のメン
バー３名は、図書館業務の専門家であり中央図書館
と医学分館に設置された分室に常駐して本附属図書
館員と協力して業務を行っています。また、本館研
究開発室の専任教官を兼務として加えることで、電
子図書館推進室が構成されています。本推進室は、
情報基盤センターと附属図書館のブリッジ役として
最適です。すなわち、情報基盤センターの持つ、研
究部や技官組織との連携や、附属図書館との連携が
容易です。実際、情報検索講習会の企画は、当初、
電子図書館推進室で検討を開始し、それを基に、附
属図書館全体としてのワーキンググループを立ち上
げ、そのメンバーが中心となって実施しています。
２つ目の特徴は、情報リテラシーに関連した授業

のコース「ネット時代の情報センス」が新設された
ことです。筆者の一人が担当しています。本学の学
生には、情報リテラシーに関して幅広く学んで欲し
いのですが、そのためには、附属図書館や電子図書
館推進室の力だけでは実施できません。本授業を通
して、これからのネット社会における「情報」と付
き合うための意識・知識・見識、そしてスキルをバ
ランス良く身につけて欲しいと願っています。その
ために、多様なテーマを取り上げ、それに適した教
員や図書館職員がオムニバス形式で、講義や演習を
行っています。
今後の課題もたくさんあります。今年度は、イベ

ントとしての講習会形式で実施したのですが、最終
的には、教育スタイルに関しては、新しい学習理論
［３］に基づき、利用者の主体的な学習を総合的に
支援する体系化を進めることが必要です。実施形態
に関しては、イベント型だけではなく、定期的な開
催、要望に応じた開催、研究室等への出前による開
催、講義時間を借りての開催といった様々なスタイ
ルを組み合わせ、担当者が業務の合間にでも実施で

き、また、教育効果の高い方式を確立することが重
要です。また、授業ポータル［４］の試みに見られ
るような、授業との連携をもっと密にすることも考
えていく必要があります。
いずれは、大学教育の重要な柱として、情報リテ
ラシー教育が認識され、その主要な担当部局として
大学図書館が位置付けられ、また期待されるように
なるでしょう。それに向かってこれからも仲間の人
達と努力し続けて行きたいと考えています。
（みなみ としろう 九州情報大学教授、附属図書
館研究開発室特別研究員）
（きだ たくや 附属図書館研究開発室講師）

【参考文献】

［１］南俊朗：情報リテラシー教育と図書館、図書館情報、
Vol．３６、No．２、九州大学附属図書館、２０００．
［２］谷口敏夫：２１世紀の大学図書館を創る―四季の図書
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�

新規導入データベースについて

NICHIGAI/WEB

九州大学学内 LAN（KITE）に接続した端末から

利用できます。附属図書館のホームページから文献

検索・貴重資料の各種データベース検索（学内専用）

の「MAGAZINEPLUS、BOOKPLUS、作 家・執 筆

者人物ファイル、ネットで百科、DNA（新聞記事）」

からアクセスできます。
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�SciFinder Scholar

世界最大級の化学系文献情報データベースである

CAS（Chemical Abstracts Service）の各種データベー

ス（下を参照）を学内 LAN（KITE）に接続した端

末から、簡単な操作で利用できるようにした「Sci-

Finder Scholar」が、ご利用いただけるようになり

ました。

２９か国及び２国際機関が発行する約８０００種の雑誌

特許、学会会議録などの情報が網羅され、収録源の

言語は５０種類に及ぶ膨大な文献データベースですの

で、研究論文・レポート作成時の文献検索ツールと

して是非ご活用下さい。

■文献情報（CAplus）

■化学物質情報（REGISTRY）

■有機化学反応情報（CASREACT）

■試薬・化成品のカタログ情報（CHEMCATS）

■既存化学物質台帳の情報（CHEMLIST）

■医学文献情報（MEDLINE）

同時アクセス数：５

「SciFinder Scholar」を利用するためには、使用す

るパソコンに専用の検索ソフトウェアをインストー

ルする必要があります。検索ソフトウェアは附属図

書館のホームページ（http : //www. lib. kyushu-u.ac.

jp/）からダウンロードできます。

１

〈MAGAZINEPLUS〉

同時アクセス数：５

一般・総合誌から、専門的な学術雑誌、経済誌など、さまざ

まなジャンルの逐次刊行物（１４，０００誌）の記事情報を収録した

国内最大の雑誌・論文情報データベースです。雑誌記事索引

ファイルを完全収録しています。

２
〈BOOKPLUS〉

同時アクセス数：２

昭和元年から現在までに出版された書籍の内容情報です。

１９８６年以降の本には、内容・目次情報、小説のあらすじを収録

しています。

３
〈作家・執筆者人物ファイル〉

同時アクセス数：１

日本の作家、評論家、ジャーナリスト、ライターなどを収録

した、日本版Writer's Who's Who です。

４
ネットで百科

同時アクセス数：２
ネットワーク版「世界大百科事典（平凡社）」

５

DNA（Digital News Archives）

同時アクセス数：２

朝日新聞の記事索引データベース。朝日新聞（１９８４年８月か

ら）、AERA（創刊号から）、週刊朝日（２０００年４月から）の記

事を、当日の朝刊まで（地方版も）調べることができる記事デー

タベースです。
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２階 ブラウジングルーム

３階 国際交流コーナー

３階 開架閲覧室

この数ヶ月の間にブラウジングルーム、国際交流コーナー、開架閲覧室の様子が変わっているのに

お気づきでしょうか。各コーナーで様々な資料の提供を始めていますので、以下に紹介いたします。

○九州大学出版会出版物コーナー

３階の九州大学出版会出版物コーナーの図書約

６００冊をコーナーごと２階のブラウジングルームへ

移しました。旧九州大学出版会出版物コーナーは第

二情報サロンに衣替えしています。

○地方新聞

７月から九州、山口各県の地方新聞の提供を始め

ています。山口新聞、佐賀新聞、長崎新聞、熊本日

日新聞、大分合同新聞、宮崎日日新聞、南日本新聞、

琉球新報の８紙です。なお、各県からの郵送なので

一日遅れとなります。

○新規受入雑誌

９月からはブラウジングルーム配架雑誌が新たに

２６誌増えています。

文芸、ファッション、料理、パソコン、車、スポー

ツ、タウン誌等様々な分野のものを揃えています。

○ソウル大学校出版会出版物コーナー

国際交流コーナーに韓国の国立ソウル大学校から

寄贈された図書（ソウル大学校出版会出版物）を配

架しています。これから新たにソウル大学校出版会

で出版される図書は全て寄贈されることとなってい

ます。

寄贈された図書はまず韓国研究センターにおいて

一時展示し、順次図書館へ移して一般の利用に供し

ます。

○海外留学閲覧コーナー

本学が大学間学生交流協定を結んでいる大学を中

心に、海外の大学紹介資料を学務部留学生課のご協

力により配架しています。留学を考えている方、ど

うぞ参考にしてください。

○新着図書コーナー

３階閲覧室を入ってすぐ右に新着図書コーナーを

新設しました。

新しく受け入れた図書はまずこのコーナーに１～

２ヶ月の間置いておきますので、新しい本のチェッ

クはこのコーナーでどうぞ。

なお、新着図書情報は図書館ホームページにおい

ても提供しています。

○新書コーナー

開架閲覧室左手奥に新設した書架には岩波新書を

配架しています。

新書の種類も徐々に増やしていく予定です。

内トピックス館

26 図書館情報



４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計
中央附属図書館 ２，５２８ ３，５３７ ３，５３７ ２，９７７ １，５８４ １，５５４ ２，９１７ ２，９７０ ３，４２３ ２，１２０ ２，０６１ １，７１３ ３０，９２１
医学分館 ３６７ ５３２ ７３７ ３２９ １４９ ２７０ ３６０ ２５７ ３４１ ２１９ ２３８ １８６ ３，９８５
六本松分館 ２３５ １０７ ８１ ５５ ２７ １１０ ５２ ７８ １２２ １８ １２ ６ ９０３
情報基盤センター １８７ １１１ ４１５ １６５ １２０ １１１ ２７６ ５７０ ７０４ １８０ ３２８ ２８９ ３，４５６
文学部 ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０ １ ０ ３ ０ ０ ６
教育学部 １３ ２５ １８ ３ ２ ２ １０ ２ １ ２ ５１ ５ １３４
大学院人間環境学研究院 １ ０ ０ ０ ０ ４ １７ １ １ ０ ０ ０ ２４
法学部 ９ １０ ６ ２ １０ ０ ５ ３ ９ １６ １０ ２ ８２
経済学部 ５９ ４６ ２９ ５８ ０ ４ １９ ５８ １６ １ ２２ ０ ３１２
理学部 ３，４６９ ４，０８０ ４，８４８ ３，６０７ ２，８１４ ４，３３４ ５，１９０ ６，６８８ ４，０４３ ３，７８２ ４，６９３ ４，６２３ ５２，１７１
大学院数理学研究院 ８ ６０ １７７ ６４ ３５ ５４ ６７７ ２２９ ６２ １５ ２００ １４４ １，７２５
大学院システム情報科学研究院 ２２１ ３６７ ５６７ ２６０ ４７６ ３５７ ３７７ ３７８ ４３２ ５２０ ４８０ ２８３ ４，７１８
工学部 ３，５５１ ４，６８４ ４，６８８ ４，１４５ ３，８７１ ３，９９８ ５，１６６ ５，７９８ ２，９７７ ３，７１４ ４，０５８ ２，６３９ ４９，２８９
農学部 ４，１７５ ３，６９３ ３，１１４ ２，８３３ ２，６７８ ３，３１２ ２，７８２ ３，２５８ ２，２８３ ３，５７５ ３，５８５ ２，３４０ ３７，６２８
医学部 ４９１ １，０５５ １，１４４ １，３４３ １，１５３ ９４９ １，８９９ １，３１６ １，１６６ １，４６４ １０９７ １，３７３ １４，４５０
医学部附属病院 ９４ ３２４ ２４５ ２０９ ２３５ ２２５ ６７８ ３６６ ５５４ ４４５ ５２１ ３６６ ４，２６２
歯学部 ４７１ ６４９ ５４７ ５２３ １７１ ４０４ ２４０ ２６２ ４０２ １８７ ２７７ ４０７ ４，５４０
歯学部附属病院 ０ ３ ２ １ ０ ０ １ ０ ４ ０ ０ ７ １８
薬学部 ５００ ４９１ ７２５ ６１７ ５４１ ６９８ １，１１０ １，０１６ ７７１ ５７７ ４７６ ４０２ ７，９２４
医療技術短期大学部 ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ２４ ０ ０ ０ ０ ２５
生体防御医学研究所 ２８ ４０ ５５ ５４ ４２ １２９ １６ ３８ ５９ １１１ ９ ５１ ６３２
生体防御医学研究所附属病院 ９１ ５９ １５６ １１２ １６９ １２５ １５０ ５７ １３３ ２２８ ２００ ５５１ ２，０３１
健康科学センター ６５ ３２ ３１ ２３ １８ ６５ ２４ ２４ １０ ８ ２９ ６ ３３５
大学院総合理工学研究院 １，５１０ １，５７２ ２，１１５ １，３７３ １，４０７ １，８０２ １，５２３ ２，２３６ １，４６８ １，８７２ ２，２１８ １，７９５ ２０，８９１
応用力学研究所 ４２ ６５ ２３４ ７４ ８４ ３９ ２８１ ９２３ １１３ ３４８ １３３ ２５４ ２，５９０
機能物質科学研究所 ６５４ １，１４８ ７８６ ４１４ ５１１ １，１６１ ６７４ ８０２ ６６８ ４９５ １，３１６ ６８４ ９，３１３
春日地区共通管理 ２６ ５０ １３３ ９４ １１６ ８０ １１４ １０５ ４１ １６９ ７３ １２７ １，１２８
六本松地区 ９９３ １，０５４ １，３１３ ６７９ ９８０ １，３９７ １，８５８ １，５９５ １，６０９ １，１４２ １，４１６ ９９９ １５，０３５
ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー １０２ ７ ２４ １３ ０ ４０ ３７ ２ ２１ ５ ０ ０ ２５１
先端科学技術共同研究センター ５１ ４２ ４１ ３ ２５ ３１ １２８ ２４３ ３２ ２９３ ５６ ６６ １，０１１
その他 ７６５ １，０１５ ８２０ １，３７８ ３，２１６ ２，１７０ ２，６６８ １，５２１ １，０１３ ５６４ ３２２ １８８ １５，６４０

合 計 ２０，７０６ ２４，８５８ ２６，５９０ ２１，４０８ ２０，４３４ ２３，４２６ ２９，２４９ ３０，８２１ ２２，４７８ ２２，０７３ ２３，８８１ １９，５０６ ２８５，４３０

平成１２年度Web of Science : SCI Expanded 利用状況――学内 LANから利用できます。
V
ol.
37,
N
o.
2（
2001）
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部 局 Current C ERIC MEDLINE PsycLIT PsycINFO CDSR Best E CancerLIT 合 計
図書館 ３７６６ ９６ １８９７ ２７２ ２８ １３ １４ ３８ ５６７０
文学部 １０ １０ １４９ １，０９８ １８１ １ １ ４ １，３０２
教育学部 １０ ２０６ １９ １，１７５ ７６ ５ ０ １ １，３８０
法学部 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
経済学部 ２１ １ １ ０ ０ ０ １ ０ ２４
理学部 ３，４９０ ０ １，０６８ ０ ０ ６ ２ ３０ ４，１６８
医学部 ２，６１８ ５２ ５１，５３７ ０ ３ １９４ ２６７ ４４０ ５０，５３１
歯学部 ７５１ ０ ６，０４２ ０ ０ １２ ２６ ３１ ６，１８５
薬学部 ３，１７１ １ ８，４１２ ０ ０ １８ １２ ２６ １０，６３９
工学部 ９，４６１ ７ １，９１８ ８ １ ２０ ０ １９ １０，６４７
農学部 ７，５３３ ９ ６，６０８ ３ ０ ２３ ０ ２２ １３，１１２
大学教育センター ２１９ ３ １１９ ０ ０ ０ １ ０ ３２１
生体防御医学研究所 ８５ ０ ２，４７９ ０ ０ １７ ２１ ２５ ２，３８９
言語文化部 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
情報基盤センター ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
応用力学研究所 ７ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ７
健康科学センター １ ５６ ４９７ ９ ０ ３ ０ ０ ５０５
人間環境学研究院 １ ４２ ０ ７１６ ６５ ３ ０ ０ ７７２
数理学研究院 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
システム情報科学研究院 １４０ ０ ０ ０ ０ ２ １ ０ １３７
比較社会文化研究院 ３２ ０ １３ ０ ０ ０ ０ ０ ４３
総合理工学研究院 １，１３２ １０ １２ ０ ０ ３ ４ ３ １，０５４
機能物質科学研究所 ７２２ ０ ９ ０ ０ １ ０ ０ ６６８
医療技術短期大学 ０ ９ １０９ ０ ０ ０ ０ １ １０６
事務局 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
その他 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
部局等 計 ３３，１７０ ５０２ ８０，８８９ ３，２８１ ３５４ ３２１ ３５０ ６４０ １１９，５０７

平成１２年度CDサーバ利用統計（２０００年４月～２００１年３月）
A.OVID Net２ データベース統計（中央図書館サーバ）――学内 LANから利用できます。

＊利用実績がない部局は統計に載せていません。
＊提供データベース内訳 ・Current C : Current Contents.AllEditions（主要雑誌の最新目次情報、抄録付き） １９９６－

・ERIC（教育学分野データベース、抄録を含む）１９６５－
・MEDLINE（医学生物学分野データベース、抄録を含む）１９６６－
・PsycLit/PsycINFO（心理学分野データベース）１８８７－
・CDSR : The Cochrane Database of Systematic Reviews（科学的根拠に基づく医療情報データベース）
・Best E : Best Evidence（科学的根拠に基づく医療情報データベース）
・CancerLit（癌に関する文献情報）１９７５－
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B.NSCD Net データベース統計（医学分館サーバ）――学内 LANから利用できます。

＊利用実績がない部局は掲載していません。
＊JICST は２００１年１月より提供。
＊提供データベース内訳 ・CACD : Chemical Abstracts１２CI－１３CI on CD １９８７～１９９６

・医中誌：医学中央雑誌 １９８７～
・JCR : Journal Citation Reports １９９９
・JICST : JICST 科学技術用語シソーラス１９９９年版
・雑索：雑誌記事索引 １９７５～

部 局 CACD 医 中 誌 JCR JICST 雑 索 合 計
図書館 ４９１ ２８４ ３７９ ２１ １，５０４ ２，６７９
文学部 ０ ５ ０ ０ ９５ １００
教育学部 ２０ １７６ ４０ １ ３，４９８ ３，７３５
法学部 １ ２０ １１ ４ ８９９ ９３５
経済学部 ０ ２ ０ ０ ２９ ３１
理学部 ４２４ １０ ３５ ０ ３２ ５０１
工学部 １９３ １９ ５９ ３ １８７ ４６１
有機化学基礎研究センター ４０ ０ ０ ０ ０ ４０
システム情報科学研究院 ５ １３ ２２ ０ １ ４１
農学部 ４４ ３３ ２３６ ６ ２８３ ６０２
医学部 ２９９ １０，３１７ １，６６３ ５３ １，７４２ １４，０７４
歯学部 １３ ２８３ ３６ ４ ３５ ３７１
薬学部 ４６ １０５ １０３ ０ ８ ２６２
比較社会文化研究院 １０ ４７ ７ ０ ６６５ ７２９
総合理工学研究院 １３１ ３３ ４６ ２ ８７ ２９９
情報基盤センター ３ ３ ２１ ２ ２９ ５８
健康科学センター ０ ６ １７ ０ ２ ２５
医療技術短期大学 ９ ４２４ ４６ １ ６５ ５４５
生医研 ０ ２６ １３ ０ ０ ３９
応用力学研究所 ０ ５ １ ０ １１ １７
機能物質科学研究所 ２０６ １６ ９ １ ５９ ２９１
遺伝情報 ２ ０ １７ １ ０ ２０
事務局 ２５ ２６ １０ ０ ８４ １４５
その他 ４６ ４２ ３７ １ ４８ １７４

部局等 計 ２，００８ １１，８９５ ２，８０８ １００ ９，３６３ ２６，１７４
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平成１２年度九州大学附属図書館入館者統計
部 局 中央図書館 ％ 医学分館 ％ 六本松分館 ％ 合 計 ％

文学部 ２４，５３７ ６．４５ ５７０ ０．３３ １３，３３０ ６．１３ ３８，４３７ ４．９９

教育学部 １０，７３５ ２．８２ ４３１ ０．２５ ３，０８２ １．４２ １４，２４８ １．８５

法学部 ５５，２２４ １４．５３ ７９８ ０．４６ ３０，９５２ １４．２４ ８６，９７４ １１．２９

経済学部 ２３，４８８ ６．１８ ３４２ ０．２０ ２１，２８８ ９．８０ ４５，１１８ ５．８６

理学部 ６８，０８５ １７．９１ １，９９０ １．１５ ２７，３７２ １２．６０ ９７，４４７ １２．６５

数理学研 １０，３７４ ２．７３ ２７ ０．０２ ６１２ ０．２８ １１，０１３ １．４３

工学部 ７７，３００ ２０．３３ ８２４ ０．４８ ６８，１５７ ３１．３６ １４６，２８１ １８．９９

システム情報科学研 ３，６１７ ０．９５ ２６ ０．０２ ０ ０．００ ３，６４３ ０．４７

農学部 ７４，４０８ １９．５７ １，６５３ ０．９６ ２１，８０９ １０．０４ ９７，８７０ １２．７１

医学部 ２，６９３ ０．７１ ９０，１７６ ５２．２１ ５，６７１ ２．６１ ９８，５４０ １２．７９

医学部附属病院 ７４ ０．０２ １０，９１４ ６．３２ ７ ０．００ １０，９９５ １．４３

歯・歯学部病院 ７２９ ０．１９ ２０，３０６ １１．７６ ３，８４９ １．７７ ２４，８８４ ３．２３

医療短大 ５４５ ０．１４ １８，６６６ １０．８１ ６３ ０．０３ １９，２７４ ２．５０

薬学部 １，０９０ ０．２９ １８，９２９ １０．９６ ４，６８２ ２．１５ ２４，７０１ ３．２１

生医研 ２ ０．００ １，０８９ ０．６３ ０ ０．００ １，０９１ ０．１４

比文研 ５，０３２ １．３２ １１６ ０．０７ １２，５７２ ５．７９ １７，７２０ ２．３０

言語文化部 ２５ ０．０１ ３６ ０．０２ ６７５ ０．３１ ７３６ ０．１０

大学教育研究センター ５６ ０．０１ ２ ０．００ ２１７ ０．１０ ２７５ ０．０４

情報基盤センター ６２ ０．０２ ０ ０．００ ４ ０．００ ６６ ０．０１

総合理工学研 ２，１９９ ０．５８ ４１ ０．０２ ２６ ０．０１ ２，２６６ ０．２９

応用力学研 ２１ ０．０１ ４ ０．００ ０ ０．００ ２５ ０．００

機能研 ８９ ０．０２ ２１ ０．０１ ０ ０．００ １１０ ０．０１

健康科学センター ３３ ０．０１ ３４ ０．０２ ３３ ０．０２ １００ ０．０１

石炭研究資料センター １７ ０．００ ０ ０．００ ８ ０．００ ２５ ０．００

図書館（注） ６６７ ０．１８ ３，４５７ ２．００ １，１０２ ０．５１ ５，２２６ ０．６８

事務局 １４１ ０．０４ ８ ０．００ ０ ０．００ １４９ ０．０２

学務部 ５，１９９ １．３７ ６２ ０．０４ ９８ ０．０５ ５，３５９ ０．７０

放送大学 １６０ ０．０４ ０ ０．００ ２２８ ０．１０ ３８８ ０．０５

総合研究博物館 ５２ ０．０１ ０ ０．００ ０ ０．００ ５２ ０．０１

その他（他大学） ２，６１８ ０．６９ ７７１ ０．４５ １，３７６ ０．６３ ４，７６５ ０．６２

その他（一般市民） １０，９２０ ２．８７ １，４２９ ０．８３ ９４ ０．０４ １２，４４３ １．６２

合 計 ３８０，１９２ １００．００ １７２，７２２ １００．００ ２１７，３０７ １００．００ ７７０，２２１ １００．００
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●人 事 異 動●
（平成１３年６月から１０月）

休日における図書館利用状況（平成１２年度）

（中央図書館）
６．１ 北田 祥子 情報システム課データベース掛（事務補佐員）採用
〃 釘宮 和呼 情報システム課データベース掛（事務補佐員）採用
〃 周 衛 群 情報システム課データベース掛（事務補佐員）採用

６．３０ 南 俊朗 （研究開発室助教授）辞職、九州情報大学教授へ
７．３１ 小松左智子 （データベース掛事務補佐員）辞職
〃 内田智恵子 図書情報第一掛（医学分館相互利用掛から）

８．１ 内田智恵子 文部科学省へ併任
９．３０ 芦北 卓也 （データベース掛事務補佐員）辞職
１０．１ 喜田 拓也 研究開発室講師（採用）
〃 久原 明美 雑誌情報掛（図書情報第二掛から）
〃 芦北 卓也 図書情報第二掛（採用）

（筑紫分館）
７．１ 三浦 誠 図書掛長（総合理工学府等教務課図書掛長から）
〃 冨田 仁子 図書掛（事務補佐員）（総合理工学府等教務課図書掛から）
〃 御手洗光代 図書掛（事務補佐員）（総合理工学府等教務課図書掛から）
〃 荒牧須美子 図書掛（事務補佐員）（総合理工学府等教務課図書掛から）

（法学部）
９．３０ 仲 タカノ （図書掛）勧奨退職

開 館 日
中央図書館 土・日・祝日 医学分館 土・日・祝日 六本松分館 土・日・祝日

入 館 者 数 開 館 日 数 入 館 者 数 開 館 日 数 入 館 者 数 開 館 日 数

４月 ２，５０２ ６ ９３９ １０ ２，１０６ １０

５月 ３，３９３ １１ １，４１３ １１ ３，１６４ １１

６月 ３，９４３ ８ １，１３５ ８ ３，６８６ ８

７月 ４，９６８ １１ １，８３２ １１ ３，５８２ １１

８月 ０ ０ ６３６ ４ ０ ０

９月 ６，４７８ １０ ３，０７８ １０ ６，９７２ １０

１０月 ２，９７６ １０ ２，０６８ １０ ２，３５０ １０

１１月 ３，４３２ １０ １，５８０ ９ ２，５６０ １０

１２月 ２，１６１ ６ １，３５１ ８ ２，５８６ ７

１月 ３，３９６ ９ ２，０３５ ９ ３，６３７ ５

２月 ６，７０３ ９ ３，４０９ ９ ７，６３９ ８

３月 ２，３１４ ８ １，４１４ １０ ９９４ ９

合計 ４２，２６６ ９８ ２０，８９０ １０９ ３９，２７６ ９９

１日平均 ４３１ １９２ ３９７
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●図書館日誌●
（平成１３年６月～平成１３年１０月）

６．６ 平成１３年度目録システム地域講習会（図書コース）（情報基盤センター会場）
６．１５ 北方町立図書館へ ICタグ図書館システム視察
６．１８ アーラム大学（米国）トーマス・カーク図書館長外１名来館（中央図書館）
６．２０ 平成１３年度第１回NACSIS－IRデータベース実務研修（２２日まで）（国立情報学研究所）
６．２５ 平成１３年度第１回ラテン語古刊本書誌作成研修会（中央図書館）
６．２６ 附属図書館研究開発室助教授選考委員会（中央図書館）
〃 電子図書館化推進連絡会（北海道大学）

６．２７ 第４８回国立大学図書館協議会総会（２８日まで）（北海道大学）
７．３ 釜慶大学校学生（３名）来館（中央図書館）
７．４ 館長会議、図書館商議委員会（中央図書館）
７．６ 釜山大学校学生（１１名）、教官（２名）来館
〃 中国語文字入門学習会開始（毎週金曜日）（中央図書館）
７．９ 電子ジャーナル・タスクフォース会議（東京大学）
７．１１ 全学図書系掛長会議（中央図書館）
７．１３ 第１回電子ジャーナルの導入に関する検討専門部会（中央図書館）
７．２４ ラテン語古刊本書誌作成研修会（中央図書館）
７．２５ 科研費法制史文献・画像データベース作成委員会（中央図書館）
〃 科研費総合目録画像データベース作成委員会（中央図書館）

７．２８ 九州地区国立大学附属図書館ソフトボール大会（鹿児島大学）
８．１ 電子ジャーナル・サブ・コンソーシアム立上げ準備会（中央図書館）
８．２ 電子ジャーナル・ユーザー教育担当者研修会（名古屋大学）
〃 学生用図書選定委員会（中央図書館）
〃 第２回電子ジャーナルの導入に関する検討専門部会（中央図書館）

８．７ 第３回法人格取得問題に関する附属図書館懇談会（東京大学）
〃 電子ジャーナル・タスクフォース会議（東京大学）

８．２１ 九州大学とソウル大学校との大学間学術交流協定調印式後、ソウル大学校総長一行来館
８．２２ 大韓民国慶北大学校の金宗吉中央図書館長及び附設嶺南文化研究院長来館
８．２９ 平成１３年度図書館等職員著作権実務講習会（３１日まで）（神戸大学）
９．３ 第９回電子ジャーナル・タスクフォース会議（東京大学）
９．４ 資料保存研修会（中央図書館）
９．７ 第３回電子ジャーナルの導入に関する検討専門部会（中央図書館）
９．１０ 平成１３年度総合目録データベース実務研修（２１日まで）（国立情報学研究所）
９．１３ 第１８回大学図書館研究集会（一橋大学）
９．２０ 平成１３年度第１回福岡県・佐賀県大学図書館協議会福岡地区研究会（福岡大学）
９．２７ 平成１３年度新 CAT/ILL システム説明会及び学術雑誌総合目録欧文編データ更新説明会（国立情報

学研究所主催）（九州大学会場）
〃 グアダラハラ自治大学アジア・ラテンアメリカ研究センター長来館

１０．１ 漢籍担当職員講習会（京都大学）
１０．４ 第３４回国立七大学附属図書館部課長会議（北海道大学）
１０．５ 第７５次国立七大学附属図書館協議会（北海道大学）
１０．１５ 附属図書館研究開発室会議（中央図書館）
〃 附属図書館の将来構想に関する検討委員会（中央図書館）

１０．２４ 平成１３年度著作権特別委員会（大阪大学）
〃 国立大学図書館協議会常務理事会（大阪大学）

１０．２５ 国立大学図書館協議会図書館高度情報化特別委員会（大阪大学）
〃 国立大学図書館協議会賞受賞者選考委員会（大阪大学）
〃 国立大学図書館協議会理事会（大阪大学）
〃 Dublin Core とメタデータに関する研修（国立情報学研究所）

１０．２９ 平成１３年度総合目録データベース実務研修（１１月９日まで）（国立情報学研究所）
１０．３０ 第３回ラテン語古刊本書誌作成研修会（中央図書館）
１０．３１ 全学図書系掛長会議（中央図書館）
〃 情報検索講習会（中級編）各地区において開始
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六反田豊（大学院人文科学研究院助教授）

『朝鮮王朝社会と儒教』
李泰鎮著 六反田豊訳
法政大学出版会 ２００１

［中央図書館 文学部指定書２２１．０５／Ｌ６１］

伊藤猛宏（大学院工学研究院教授）

『機械系熱力学特論：多成分系と反応系』
伊藤猛宏著
九州大学出版会 ２００１

［中央図書館 ４２６．５／I ８９］

神野健二（大学院工学研究院教授）

『地下水中の物質輸送数値解析』
神野健二編著 籾井和朗［ほか］共著
九州大学出版会 ２００１

［中央図書館 ４５２．９５／J５２］

自著紹介

本書の著者李泰鎮氏は、韓国のソウル大学校国史
学科の教授であり、韓国における最もアクティブな
歴史研究者の一人である。解放後の韓国歴史学界で
は、植民地期に日本人学者によって主張された他律
史観や停滞史観などのいわゆる植民主義史観を打破
し、韓国史の自律的発展の過程を論証する作業がた
ゆみなく続けられてきた。本書もまた、そうした成
果の一つである。
高麗末期に中国から受容され、朝鮮王朝時代の支

配思想となった新儒学（性理学）は、従来、社会発
展の阻害要因として否定的に捉えられてきた。しか
し、氏によればそれは明らかに誤った理解である。
氏は本書において、１５・１６世紀に顕著にみられた農
業技術の発達や貨幣流通経済の発展を新儒学の導
入・定着と関連づけて説明し、また、朋党政治（い
わゆる党争）の出現や士族層による書院設置の動き
などを再評価するとともに、壬辰倭乱（豊臣秀吉の
朝鮮侵略）時における義兵活動を、在地士族層の動
向と関連させて論じるなど、新儒学が朝鮮王朝社会
の発展に果たした役割の重要性を喚起し、新たな韓
国中世史像を描出している。韓国史を広く東アジア
世界の史的展開のなかで考えるという視野の広さも
含めて、学ぶべき点は多い。

�理工系学部機械系学科における伝統的な熱力学の
講義の後での、講義や自習にふさわしい内容にした。
したがって、一成分の系あるいは組成が変化せず、

相変化もしない多成分の系の熱力学は既知であると
した。
�温度の量の量記号に“τ”を使った。もちろん普
通は“Τ”であるが、示強性質には文字を使うとい
う、我が国の機械工学分野の習慣を徹底させた。
�物質の量は原則的にモルとし、それの単位には
kmol を使った。しかし、通常はモル数と書くべきと
ころを物質量と書いた。したがって、Aのモル数は
X mol である、とは書かずに、Aの物質量は X kmol
である、と書いた。
�人名や、人名を含む用語の人名の部分はアルファ
ベットを使い、“Euler の定理”とか“van`t Hoff の
関係”のように書いた。また、“Helmholtz の自由エ
ネルギー”や“Gibbs の自由エネルギー”は、長す
ぎるので、縮めて“Helmholtz エネルギー”や“Gibbs
エネルギー”などとした。

環境汚染物質の地下移行過程を予測するには、地
下水の流動解析と溶存物質の吸着、沈殿、微生物分
解、揮発、凝縮などの諸反応を考慮することが必要
である。本書は、まず地下水流動解析として地下水
中の物質輸送解析法の１つである特性曲線法につい
て解説し、次に複雑な透水係数場における物質輸送
と巨視的分散過程、地下水の塩水化、揮発性有機塩
素化合物の多相流輸送解析、陰イオンの輸送解析事
例を示している。主な内容は以下のようである。
第１章 物質輸送の基礎
第２章 特性曲線法
第３章 不均一場における物質輸送
第４章 沿岸帯水層における塩水侵入解析
第５章 土壌における多相流解析
第６章 土壌中の水理化学的物質輸送解析
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蔵書の充実を図るため、図書館では著作物刊行の節は

一部ご寄贈くださるようお願いしております。今回は次

の教官からご寄贈いただきました。厚く御礼申し上げま

す。

神野健二（大学院工学研究院教授）

「地下水中の物質輸送数値解析」

神野健二編著；籾井和朗［ほか］共著

九州大学出版会 ２００１

［中央図書館 ４５２．９５／J５２］

山内正一（大学院言語文化研究院教授）

「緑と生命の文学：ワーズワース、ロレンス、

ソロー、ジェファーズ」

福岡ロレンス研究会著

松柏社 ２００１

［中央図書館 ９３０．２６／F８２］

伊藤猛宏（大学院工学研究院教授）

「機械系熱力学特論：多成分系と反応系」

伊藤猛宏著

九州大学出版会 ２００１

［中央図書館 ４２６．５／I８９］

井上尚秀（医学分館長・大学院医学研究院教授）

「事件からみた毒：トリカブトからサリンま

で」

Anthony T. Tu 編著

化学同人 ２００１

［中央図書館 ４９１．５９／Tu １］

秋吉勝廣（文学部名誉教授）

「対象への接近」

秋吉久紀夫著

土曜美術社 ２００１

［中央図書館 ９１４．６／A３８］

水波 朗（法学部名誉教授）

「自然法と宗教 II」

水波 朗著

自然法研究会 ２００１

［中央図書館 ３２１．１／N６４／７］

白� 悟（留学生センター助教授）

「中国と日本の留学交流 ： 担当者のための

基礎ノート」

白土 悟著

株式会社アルク １９９９

［中央図書館 ３７７．６／Sh ８６／A］

辛島正雄（大学院人文科学研究院助教授）

「中世王朝物語史論」下巻

辛島正雄著

笠間書院 ２００１

［六本松分館 ９１３．４１／Ka６２］
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